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恒例の島田福祉会全園の常勤職員による合同職員会議を行いました (本来であればこの日は

法人設立 50 周年記念として、職員達の祝賀会 &懇親会となる予定でしたが、緊急事態宣言下
ということで飲食を中止し、開催時間も大幅に短縮して実施しました )。子どもとの直接の関

わりを業務とする保育園職員にとって、 4 月からの新しいメンバーと実際に顔を合わせ、コ
ミュニケーションを取るという機会は必要不可欠と判断し、感染症拡大防止対策を十分に行

って開催いたしましたので、次年度運営に向けての成果が上がるよう期待しております。
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2020 年度各園園内研修＆ 2021 年度合同職員会議
5 園の研修発表、各園長からの職員紹介、永年勤続表彰なども全て書面確認とし、次年度

事業計画の提示も最低限の時間としましたが、短時間ではあっても、自園の 1 年間の学びを
検証すること、他の園の学びを共有し、自園の運営に役立てること、次年度に関して具体的

な運営の基本方針を知ること、4 月から共に働く仲間の顔を互いにできるだけ覚えること（全
員覚えるのは無理ですが、法人常勤職員が全員集まるのはこの 1 回しかないので）という合
同職員会の目的を理解して参加するよう呼びかけました。また、今回は祝賀会の予定だった

ので、「ごちそう」とデザートを持ち帰れるようにしてもらい、お昼のお楽しみにしました。

あちこち分散して、しかも静かに食べなければならなかったのは残念ですが、みんなお腹い

っぱいになるくらいにはボリュームがあったようです。

午後は各園に戻っての園職員会と、例年ハードスケジュールの 1 日ですが、様々な学びや
刺激を受けた後での各園会議は有益な議論となるようです。特に他園の研修報告を聞いた直

後なので、「来年はうちの園でも○○園の内容で勉強してみたい」などという声もよくあがり

ます。

2021 年度の重点課題
会議当日には、理事長から、新年度に向けての課題とそれに対する方針が示されました(詳

細は後日 HP 掲載される事業計画をご覧ください )。

1．「新しい生活様式」の中での運営の確立
→日常運営、地域活動、行事等、今まで「当然」実施していたことができなくなった今年

度を振り返り、制限事項を整理して、「新しい生活様式」の中での安定した運営の確立

を目指します。

2．４園体制の安定化
→大森北六丁目保育園の職員の多くが、島田福祉会での勤務継続を選択し、法人内４園に

異動します。互いに刺激し合い、よりよい運営に向けて協議を重ねていきます。

3．第二次長期計画策定
→２０２０年度 1 年間を第二次長期計画の準備期間と位置づけましたが、感染症拡大防止
対策に追われる中で、当初の想定とは異なる内容になりました。長期計画の実現に向け

ての単年度計画を立案・推進することと並行して、当初想定し、結果的に計画に盛り込

めなかった内容を把握し、異なる面からのアプローチによる実現の可能性を探ります。

4．目標を達成するための職員の資質向上
→目標の達成には、職員の意識とスキルの向上が必須です。処遇の改善、教育の充実をは

じめとする、職員の全人格的な成長に取り組みます。



大森駅前保育園大森駅前保育園 テーマは「駅前 PDCA サイクルの確立」。ここ
数年継続してきた「運営を長期的な視点で捉え、一つの流れの中で各種計画を

検討する」ことの仕上げとして、計画を立てることでの勤務の効率化や、あら

ゆる側面から運営を分析して計画・実行の流れを確立することに取り組みまし

た。感染症対策下の夏のお楽しみ会、緊急事態宣言のために二転三転した発表

会の開催と、不確定な状況の中でも、大きな行事を全員で協議を進めながらやり遂げたことが何よりの成果です。

北嶺町保育園北嶺町保育園 今年度は「天野式リトミック」について職員全体で学び

ました。職員が天野式リトミックのリズム遊戯や、幼児体操などの指導法を身に付け、子ど

もたちに指導することで、子ども達も自分自身の体をコントロールする力を身に付けてほし

いという思いと共に、表現する楽しさを感じることができればと思い、研修内容を設定しま

した。毎月、保育士同士で指導者役、子ども役になって練習を行ったことで、・保育士がひ

とつひとつの体の動きを意識してリトミックを行うようになった・天野式リトミックの正しい動きやポイントを学ぶこと

ができた・リトミックを正しく知ることで、楽しみながら実践することができるようになった・子どもたちは、友だちと

一緒に取り組む楽しさを味わい、保育士の話や歌を親しみをもって聞く姿が育ってきた・音をよく聴いたり、自由に動き

ながらも子ども同士が衝突しないように身体をコントロールする力がついてきた・身体で表現する力がついてきた、など

の効果が見られました。今後もリトミックを日々の保育の中で積み重ね、楽しく実践していく中でプラスの力を身に付け

ていけるよう、学びを続けていきたいと思います。

北嶺町第二保育園北嶺町第二保育園 「年齢発達部署別目安実践記録」をテーマに園内研修で学び合いました。

年齢に合った取り組みや活動における保育者、看護師、給食職員の関わりの中で学び、周知し共通理解を図り、年齢発達に応じた目安を確認

しながら製作活動に重点をおき、職員間で学び合い記録に残す事で次年度に繋げていく事にしました。

子どもの興味に応じて製作を楽しみ、園内研修を通して、話し合いの場が増え、製作活動に取り組んでいけました。新型コロナウィルス感

染症拡大下でも、給食で出来る事を話し合い、工夫しながらその季節ごとの旬の食材、誕生日会などの行事食で楽しみ、子どもが育てたプラ

ンター栽培のニンジンは、葉で食べられる天ぷらにしたり、苦手な子が多いピーマンはふりかけや、成熟した赤ピーマンとの食べ比べを初め

て行ったり、子どもから希望があったおみせやさんごっこでは、店舗と同じ屋台風パック詰めの「やきそば」を提供し雰囲気を盛り上げまし

た。保健では危険予知トレーニングや新しい生活様式の中でも参加できるような内容を取り入れられました。今年度作成したファイルを参考

に、子どもや社会情勢を踏まえ自園での基盤を培っていき、反省、振り返りの中で、環境構成図も記録に残せたので工夫が必要な部分や改

善点を次年度に活用していきます。各クラスの製作や取り組みを振り返って学べた事も大きく、良いところを参考に、クラスや子どもに合

わせた「製作 発達の目安・ねらい」の表は、反省や課題を基に修正していき、発達段階の目安となるものが出来ました。担任が指導して

いく事（主導型）と、子どもの声を拾い発想を汲み取りながら行う活動とのバランスを考えて保育していきます。

大森北六丁目保育園大森北六丁目保育園 運営終了年度の慌ただしさに配慮して、今年度は研修を

義務づけなかったのですが、職員達の中から「職員全体で子どもに寄り添った実践記録を

研修成果として提出したい」という声があがり、最後の園内研修として取り組み、4 月か
ら法人内他園で勤務を開始する職員達にとっても貴重な経験となりました。4 月からは新
しい環境に入る北六丁目の子どもたちが、柔軟な心で変化を受け入れることができるよう、

最終日までしっかりと見守っていきます。

島田保育園島田保育園
テーマ『主体的な保育とその実践』 昨

年度は、｢保育環境の見直し｣について学び、

主に人的・物的両面の環境の見直しに取り組

みました。今年度は、昨年度の学びを継続し

つつ、新しくなった保育指針の内容に沿った

保育の学びである｢主体的な保育とその実践｣に取り組んでいきました。

各クラス、担当それぞれが課題をもち、研修に臨みました。保護者にもわかりやすく掲示をしたところ「楽しい体験をしながら、子

どもたちの考えや意見を引き出してくれて、本当にいつもありがとうございます」「いつも子どもたちを第一に考えて、心も体も育

んでくださる先生方に感謝しております。今回も研修発表を楽しみに見せていただきました。子どもたちが『考える』遊びのなかで、

発見や発想を大事にしていただいていることが喜びに繋がっているのを感じます」等、掲示内容をしっかりと理解してくださってい

る内容のアンケートを受け取ることができました。今回も保護者とともに学ぶことにつながったことは大きな成果となりました。

考えてみよう？ど う 対 応 し ま す か？


